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論文審査の要旨（400 字以内） 

  

本研究の目的は、慢性腎臓病(CKD)患者における血清尿酸値と長期予後および CKD の

進行との関連性について検討することである。 

CKD stage2-4 の患者 511 人を対象とし、血清尿酸値と全死亡率、心血管死亡率、末

期腎不全および 50%以上の糸球体濾過量（eGFR）低下との関連性を評価した。 

6 年間の観察期間において 31 人が死亡し、19 人が心血管関連死であった。血清尿酸

値と全死亡率、心血管死亡率、末期腎不全および 50％以上の eGFR 低下の間には関連性

を認めなかった。また、高尿酸血症群（尿酸値＞7.0 ㎎/dl またはアロプリノール治療）

を正常群と比較した。性別、喫煙、心血管リスク因子、腎疾患背景因子、アロプリノー

ル治療などの調整を行ったところ、全死亡率と心血管死亡率は高尿酸群で有意に高かっ

たが、末期腎不全と 50％以上の eGFR の低下については有意差を認めなかった。 

高尿酸血症の存在が CKDstage2-4 の患者において全死亡率、心血管死亡率に関与して

いることが示された。 

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大

学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8 条] 
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